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城西大学水田記念図書館報 
私が城西大学にお世話になってから、丸8年が経とうとしている。私が初
めてソフトボール部の監督としてグラウンドに立った時、高麗川を挟み緑生
い茂る向こうに図書館がそびえ立っていた。当時は夜になると、赤色に浮か
び上がる「城西大学」の看板が誇らしげに見えたものだ(今は明かりが消えて
いる)。大学のキャンパス内では、メインストリートの先に立ち、城西大学の
シンボル的建物となっている。 
 さて、私は体育系の大学を卒業しているが、恥ずかしながら当時大学の図
書館に足を踏み入れたのは、卒業の数か月前である。卒論の作成のためで
あった。その際も、図書館の本当の意味での活用の仕方はわかっていなかっ
たのが現実である。それから数十年後、あるきっかけで大学院へと入学する
のだが、ここで初めて図書館にお世話になることになる。一番の活用法とし
ては、欲しい論文が手に入らない場合、図書館に取り寄せを依頼した。図書
館の活用は、所蔵図書や新聞の閲覧だけでなく、実は世界中の図書館と繋
がっているということを、恥ずかしながら社会人になってから知ったのであ
る。社会人を経験してからの大学院生は予想以上に時間と努力が必要だっ
た。若い修士課程の学生は、柔軟性があり、何よりも情報収集能力や検索能
力に長けていた。今でもつくづく感じることだが、優秀な学生は、調べるの
が本当に上手である。 
 そんなことを経験しながら、今では経営学部の1年生から4年生までのゼミ
を担当し、図書館にガイダンスを数回お願いしている。ガイダンス終了後
は、ガイダンスをきちんと聞いていないと出来ない課題を出し、図書館を利
用しなければならないように仕向けるのである。世の中、情報があふれ、何
でも「ググる」のが今の学生のスタイルで素晴らしく便利ではある(私も常に
活用しているが)。かつて大学生だった私が出来なかった分、大学の図書館の
素晴らしさを、学生には知ってもらいたいと常々感じている。私が学生のこ
ろは図書館ガイダンス・イベントもなければ学生アドバイザー、ましてやコ
ンピューターさえなかった時代である。このように、学生のさまざまな要求
に応えてくれる図書館を是非とも利用するべきだ。学生には検索の天才に
なって欲しいし、この能力は社会人になっても必ず必要なスキルになるはず
である。 
城西大学の図書館は、城西大学のメインストリートにそびえ立ち、高麗川
から見上げると何とも美しい。その立地からも、図書館活用の重要性を教え
てくれているのではないだろうか。  
 図書館の思い出   
経営学部 准教授 長澤淑恵    
知って得する図書館活用術 
●とても便利な電子ブックを 
 読んでみよう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●シラバス図書 ／ 教員おす  
 すめ図書 2016年貸出数 
 ランキング 
12月のイベント報告 
●第3回読書会ざくざく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●全国大学ビブリオバトル 
2016 ～京都決戦～ 
●読書感想文コンテスト表彰式 
グランプリ：「女性の躍進のた
めに」本学薬科学科 熊谷さん 
（２）シラバス図書 ／ 教員おすすめ図書 2016年貸出数ランキング 2016年1月4日～12月25日 カッコ内は年間貸出回数 
 
知って得する！図書館活用術 
③ メディカルオンラインE-Books 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医薬学分野の和図書2,000冊以上を読む
ことができます。国内雑誌文献も全文収
録し、医薬品添付文書を収録したくすり
データベースなど機能が豊富です。 
① Maruzen eBook Library 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『朝倉物理学大系(全20巻)』のようなシリー
ズや『顔料の事典』『企業変動における労働
法の課題』『らくらくできるレポート術』と
いった図書など100冊以上を読むことができ
ます。(登録すれば学外利用も可) 
② EBSCOhost eBook Collection 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各分野に欠かせない基本的な和図書300冊以
上に加えて、著作権フリーの洋図書も数多
く読むことができます。 
(登録すれば学外利用も可) 
今なら通常より700冊追加
で読めます！(2月末まで) 
（１）とても便利な電子ブックを読んでみよう！ 
 今回は学術和図書を読めるものを３つ紹介 
いずれも図書館ホームページのクイックリンクや 
データベース集にリンクしています 
 
 シラバス図書 Top10 
 1位 『ソロモンの新有機化学. 1』Solomonsほか著 (33回) 
 2位 『図解薬剤学』 森本雍憲ほか著 (28回) 
 3位 『機能形態学』 櫻田忍, 櫻田司編 (25回) 
 4位  『最新薬理学』長友孝文ほか編 (22回) 
   『衛生化学詳解. 上』 浅野哲ほか著 (22回) 
   『衛生化学詳解. 下』 浅野哲ほか著 (22回) 
 7位  『自然が生み出す薬物 (スタンダード薬学シリーズ)』 
    日本薬学会編 (21回) 
   『絶対わかる物理化学』齋藤勝裕著 (21回) 
 『化学物質の分析 (スタンダード薬学シリーズ)』 
    日本薬学会編 (21回) 
 10位  『症例人間病態論．2』 加園恵三著 (19回) 
 『薬学免疫学』 荒田洋一郎著 (19回) 
教員おすすめ図書 Top9 
 1位 『池上彰のやさしい経済学. 2』 池上彰著 (7回) 
  『ブラックバイト』 大内裕和, 今野晴貴著 (7回) 
  『天才! : 成功する人々の法則』 
   マルコム・グラッドウェル著 ; 勝間和代訳 (7回) 
  『小さな王子さま』 サン=テグジュペリ著 (7回) 
 5位 『舟を編む』 三浦しをん著 (6回) 
  『池上彰のやさしい経済学. 1』 池上彰著 (6回) 
  『あなたは、あなたでいい』 川村妙慶著 (6回) 
  『想い込み弁当』 栄養学生団体「N」著 (6回) 
 9位 『スパイス、爆薬、医薬品 : 世界史を変えた17の化学物質』 
   ペニー・ルクーター, ジェイ・バーレサン著 (5回) 
  『キャリア教育のウソ』 児美川孝一郎著 (5回) 
  『朝2時起きで、なんでもできる!』 枝廣淳子著 (5回) 
  『じつはもっと怖い外食』 南清貴著 (5回) 
＜参加者数＞ 
第3回 28名 (今回) 
第2回 24名 (’16.7.2) 
第1回 22名 (’15.12.19) 
※第1,2回のテーマは「地域
における協力と地域の発展」 
読書会の前には、図書
館学生アドバイザーと
地域アドバイザーの方
との交流会を行いまし
た。 
 
 今回は薬学部女子学生ライフ・キャリア支援サークル「マーブル」の学生が
司会を務め、5名が図書を発表しました。参加者は学生、図書館地域アドバイ
ザー、教員と、学部や年代を超えた様々な視点から、本の内容に自身の考えを
交えて女性が活躍する社会について語りました。  
 聞き手の参加者も、真剣にメモを取り、発表ご
とに質問したり、さらに議論を発展させました。 
男性の参加者も多く、会場では男性目線、女性目
線、年代別の目線と、多種多様な意見が出て、学
生は普段の授業とは違った考えに触れられたよう
です。 
「ざくざく」は、前もって読んだテーマに関する本を、一人5～10分程度で紹介し、 
 参加者でテーマについて話をする読書会です。 
開催報
告 
今回紹介された本（発表順） 
『輝く会社のための女性活躍推進ハンドブック』清水レナ著 
『女性はなぜ活躍できないのか』大沢真知子著 
『ライフコースからみた女性学・男性学』乙部由子著 
『女性活躍後進国ニッポン』山田昌弘著 
『女性にやさしい日本になれたのか』アグネス・チャン著 
京都決戦までに高橋さんが出場した大会 
●10月7日全国大学ビブリオバトル2016 
予選会 城西大学 － Aブロック 
●11月6日坂戸市立図書館主催「秋の図書
館まつり ビブリオバトル坂戸図書館」 
●11月9日全国大学ビブリオバトル2016 
関東地区決戦 － 関東Cブロック ★いずれもチャンプを獲得★ 
「全国大学ビブリオバトル2016～京都決戦～」 
薬学部 高橋さんが全国大会で善戦しました！ 
 発表本は小川洋子著 
『猫を抱いて象と泳ぐ』 
 今年の全国大学ビブリオバトルには、海外を含む125校、
のべ1207名の学生が出場。この中から選ばれた30名（うち
1名は当日欠場）が京都決戦に進出しました！ 
 
 京都決戦では29名を5ブロックに分けた準決勝と、それを
勝ち抜いた5名の決勝によって、グランドチャンプ本が決定
されました。高橋さんは、これまでの練習と実践の成果を発
揮し、発表本には多くの投票の手が挙がりました。投票結果
は大変な僅差で、惜しくも決勝へは進めませんでしたが、賞賛
に値する発表内容でした。 
会場には所属研究室教授の関俊暢先生（図書館副館長）をはじめ、 
同じ研究室の学生も応援に駆けつけました。 
本年度の大会に出場いただきました皆さん、 
応援いただきました皆さん、ありがとうございました。 
来年度も参加して、また全国大会を目指しましょう！ 
【全国大学ビブリオバトル2016 ～京都決戦～】  
  主催 ： 活字文化推進会議 
  共催 ： ビブリオバトル普及委員会 
  主管 ： 読売新聞社 
  後援 ： 京都市、京都府、文部科学省 
  日時 ： 12月18日（日）13:30～17:00 
  会場 ： 京都大学時計台ホール 
「城西大学読書感想文コンテスト2016」の表彰式を行いました 
 12月16日、図書館3階グループ学習室にて「城西大学読
書感想文コンテスト2016：読む・知る・伝える、読書の楽
しみ。」の表彰式を行いました。 
  
 各受賞者へ橋本フミ惠図書館長よりお祝いの言葉が贈ら
れた後、賞状と副賞が手渡されました。 
 
 また今回ご出席いただいたコンテスト審査員の若林俊英
先生、木原匡先生、庭田文近先生からも、審査の感想を述
べていただきました。 
グランプリ 
・「女性の躍進のために」  
  熊谷 紗希 (城西大学薬学部薬科学科1年) 
  書名『「だから女はダメなんだ」と言われない 
     女性リーダーの心得』 古谷治子著  
準グランプリ 
・「生まれて、やがて死ぬ」  
  岡田 真阿 (西武台新座中学校2年) 
  書名『動物の死はかなしい？』あべ弘士著 
優秀賞 
＜部門１ 中学生・高校生の部＞     
・「『弥勒』を読んで」 高橋 泰地 (川口市立領家中学校3年) 
・「自分でやることの大切さ」 志村 侑奏 (西武台新座中学校2年) 
・「『スタッフの能力を100%引き出す＜ディズニー式＞ 
  魔法の人材育成法』を読んで」 三森 甲誠 (城西川越中学校3年) 
・「家族の大切さ」 木野目 美咲 (西武台新座中学校3年) 
＜部門2 大学生・短大生の部＞ 
・「思うままわがままに」 山本 眞海 (城西大学薬学部薬学科1年) 
・「女性が活躍できる社会の為に」  
             高橋 未瑚 (城西大学現代政策学部1年) 
・「本当に住み良い町とは」 石井 宥名 (城西大学現代政策学部1年) 
・「独自性と協調性の両立こそが真の国際性を形成する」 
  本田 晏彬 (城西大学薬学部薬科学科3年) 
11月30日発表 
第1次審査から第3次審査まで厳選な審査の
結果、次のとおり各賞が決まりました。 
(応募総数364名) 
 
審査結果 
表彰式後は、受賞
者の方に図書館棟
前で 
開催されたライト
フェスティバルも
 
楽しんでいただき
ました。 
12月の図書館彙報 
12/7   著作権講演会を開催し、144名が参加しました。 
12/7 学生アドバイザー・地域アドバイザー交流会を開催しました。 
12/7 第3回読書会ざくざくを開催しました。  
12/9   埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA)の研修会に参加しました。 
12/13-16 就活DVD上映会（坂戸キャンパス）を開催し、合計17名が参加しました。 
12/14 就活DVD上映会（東京紀尾井町キャンパス）を開催し、4名が参加しました。 
12/14  医中誌Web講習会を開催し、5名が参加しました。 
12/16  読書感想文コンテスト表彰式を行いました。 
12/18  図書館と県民のつどい埼玉2016に出展しました。 
12/18 全国大学ビブリオバトル2016～京都決戦～に本学学生が出場しました。 
  
■オープンキャンパス 41名が図書館を見学しました。 
   オープンキャンパス向けキーワードラリーへの参加は16名でした。 (12/18)  
■高校生見学   2校、40名が図書館を見学しました。 (12/14、20)  
発行：城西大学水田記念図書館 
〒350-0295 埼玉県坂戸市けやき台1-1  
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 □＝9：00～21：00 
 ■＝9：00～19：00 
 ■＝9：00～17：00 
 ■＝8：30～21：00 
 ■＝休館 
 1/14-15はセンター試験のため休館します。 
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Information 
第8回 地域相互協力図書館合同主催公開講座 
 演 題 「世界の中の日本、日本の中の世界 －身近なグローカリズムを考える－」 
 講 師  城西大学経済学部 客員教授 勝浦 信幸 先生 
 日 時 1月20日(金) 13:30～15:00 
 会 場 城西大学水田記念図書館9階 
 定 員 先着80名 (どなたでも参加可能) 
 受講料 無料 
 申込先 049-271-7736 またはカウンターへ (申込締切：1月17日) 
地域アドバイザー紹介 
第3期アドバイザーの方々が決定しました 
今期は5名が更新され、新たに3名の方に加わっていただきました。 
◆更新：市川さん、木村さん、丹羽さん、馬場さん、松本さん 
◆新規：椙本さん、須佐さん、水野さん 
（それぞれ五十音順。右写真は最近開催の図書館イベントより） 
地域アドバイザーとは 
図書館をよく利用される地域
の方に、本の魅力、読書の大
切さをご紹介いただいたり、
ご経験を生かしたミニ講演会
等で学生たちと交流していた
だいています。  
卒業年次生・別科生・科目等履修生  
貸出冊数と期間は、対象資料・身分によって異なります。 
最終返却期限日は2/10です。 
 
◆卒業する前に、図書館の資料をすべて返却したかどうか、今一 
 度確認してください。 
春休みの貸出期間 
学部1～3年生・短大1年生 
 
 
 
 
※シラバス図書は対象外です。 
◆薬学科4、5年生・大学院生(卒業年次生を除く)・研究生・研究 
 員・教職員の方は、通常の90日間の貸出です。 
◆長期貸出で借りた図書は、延長できません。 
 
冊数 対象資料 実施期間 返却期限日 
5冊 図書※ 1/19～3/24 4/8 
試験に向けた皆さんの学
習をサポートするため、
図書館は通常より30分早
く開館します。 
どうぞご活用ください♪ 
試験期間の利用案内 
下記の期間は学年末試験に合わせ、一部対応を変更します。 
試験2週間前 1/18～2/10 
◆シラバス図書の貸出停止 
◆8時30分に開館 (月～金) 
試験1週間前 1/25～2/10 
◆DVD・LDの視聴停止 
 学習教材の利用は可能です。 
試験期間中 2/1～2/10 
◆グループ学習室の開放 
 期間中は、グループ学習室の予約 
 はできません。 
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